
【はじめに】睡眠時無呼吸症候群（Sleep Apnea Syndrome: 
SAS）は日本中に 940 万人の潜在患者がいると推定され

ている。その中で現在、診断されて治療を受けているの

は僅か 50 万人ほどと言われている。SAS は高血圧や動

脈硬化の進行、脳卒中や心臓病を引き起こし、適切な治

療を行わなければ死亡リスクは高くなる。

【背景】当院では、2003 年から呼吸器内科で SAS 診療

が稼働し、現在 107 名の SAS 患者を診察している。我々

臨床検査技師も SAS の検査から治療までの診療支援を

主治医の指示の下で行っている。SAS 患者の多くは持続

陽圧呼吸療法（通称 CPAP 治療）を行っているが、その

CPAP 治療を続ける中で問題視される「治療中止＝離脱」

に関しても、当院はこの 23 年間で 5％弱と他医療機関と

比べても極めて少ない。そこには、アドヒランス向上の

ための主治医と SAS 患者の信頼構築が基盤にあり、

CPAP 治療トラブルに迅速に対応できる環境の提供が治

療継続に関係していると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　

【目的】現在当院では、呼吸器内科の非常勤医師による

週１回のみ SAS 診療を行っているため医師の診療負担

は大きい。我々臨床検査技師も簡易検査から精密検査、

CPAP 治療後の管理に至るまで診療支援を行っている。

主治医の診療支援は昨年から施行された「医師の働き方

改革」でのタスクシェアでもあり、そのためには垣根を

超えた協力体制が必要になる。我々臨床検査技師も検査

説明時に患者が訴えてくる不安や CPAP 治療でのトラブ

ルについても業者との仲介になり対応している。こうし

た臨床検査技師としての役割について当日発表する。

また、2022 年に導入した SAS 患者のオンライン診療に

ついても、アンケート結果からその有用性を発表する。

【結語】当院では、SAS 診療において臨床検査技師が検

査から治療まで介入することで診療に貢献している。今

後も信頼される継続した SAS 診療を提供できる環境づ

くりに努めていきたい。
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当院における睡眠時無呼吸症候群の診療支援

検査から治療までの臨床検査技師としての関わり
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【背景】2020 年度診療報酬改訂では，超音波検査を算定

するにあたり「当該検査で得られた主な所見を診療録に

記載すること」に併せて，「検査で得られた画像を診療録

に添付すること」が必須となった．また，救急現場にお

いては症候不明な高齢患者が増加しており，超音波検査

は聴診器の代用として多用される時代にきている．当院

の救急外来でも 3 台の超音波装置が稼動しているが，超

音波検査を実施する医師にとっては「検査で得られた画

像を診療録に添付すること」のハードルが高く，超音波

検査を実施しても 1/3 程度が請求要件を満たせず，コスト

が請求されていない状態であった．超音波検査算定率向

上のため当院の画像サーバーのベンダーである富士フイ

ルムメディカル株式会社協力の元，「検査番号」のない超

音波画像の事後取り込み，リアルタイムでの閲覧が可能

なシステムの提案と導入を行ったので報告する．

【目的】医師が救急外来で実施する超音波検査の算定を

確実にするため，「検査で得られた画像を診療録に添付す

ること」の要件を満たす運用を構築する．

【マッチングシステム運用】①超音波装置に患者 ID と氏

名を入力し，検査を終了させた時点で院内 wifi を経由し

てマッチングシステム内に超音波画像が一次保存される．

②電子カルテで「医師実施超音波検査」を依頼すると，

医事システムとコストが連携すると同時に，画像サーバ

ーへの取り込みのための「検査番号」が発番される．③マ

ッチングシステム内で超音波画像と「検査番号」をくく

りつけ,画像サーバーへ転送される．マッチングサーバー

内の画像は医事スタッフも閲覧できるので「検査で得ら

れた画像を診療録に添付すること」を満たしているとし，

超音波検査算定が可能となる．

【結果と今後の課題】運用開始して日は浅いが，日々画

像の取り込みが順調に行えている．患者画像の取り込み

においては ID と氏名入力が必須であり，医師への継続し

た教育が必要である．医事とも連携し，画像の取り込み

状況やコスト算定の動向を継続してモニタリングしてい

きたい．

連絡先　096-351-8000（内線 2000）

超音波マッチングシステムの構築とその効果
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【はじめに】生理検査分野における保守管理に関する整

備は、ISO15189 や日本臨床衛生検査技師会の施設認証制

度においても求められるようになった。一方で、生理検

査における機器保守は検体検査と異なり臨床検査技師の

判断に頼るところが大きく、様々な課題が浮き彫りとな

っているのが現状である。本報告では、当院で実施した

保守管理体制整備を明示し、実際の業務における影響を

示す。

【取り組み】検体検査部門を参考に、①-⑤の保守管理体

制を整備した。①標準操作手順書（以下、SOP）・簡易マ

ニュアル作成：SOP 形式統一により操作手順を均一化し

た。②機器保守管理作業日誌作成：「管理日時の見える化」

を目的に、点検項目を日次、週次、月次、年次に分類し

た。また、始業・終業時刻記入欄と押印欄を設けること

で、遡及調査の体制整備を目指した。③定期点検報告書：

メーカー保守契約がない機器に関して、年 1 回で自施設

点検を実施した。④超音波検査プローブ点検表：月 1 回

のプローブ点検を実施し、機器故障を把握した。⑤トラブ

ル・メンテナンス管理記録表作成：機器トラブルに対す

る報告手順を作成し、機器管理の徹底に努めた。

【取り組みによる影響】①を実施することで操作手順の

標準化が図られ、臨床検査技師の判断に依存する機器保

守体制が改善された。また、②を導入したことで、トラ

ブル発生時の遡及調査が容易となった。③-⑤は定期的な

機器保守を実施する体制整備に有効であり、機器トラブ

ルに対する臨床検査室としての統一した考え方を構築で

きた。一方で、5 項目を整備・運用することで、業務負担

が課題点として挙げられた。

【まとめ】我々が着目した 5 項目を運用することで、機

器トラブル発生時の患者への影響を最小限に留めるのみ

ならず、技師間の力量差を緩和させることができた。一

方で、業務負担が生じる懸念もあることから、今後はデ

ジタル技術を組み入れた安定的な保守管理を行うことで

負担軽減を図りたい。

久留米大学医療センター　臨床検査室　0942-22-6586（直

通）

久留米大学医療センターにおける生理検査機器の保守管理体制
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